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キャ リア意識の形成 と平等志向性1

杉 山 成

キャリア意識の発達 における性差の問題 はこれまでもしばしぼ検討されて

きたが,Hackett&Lent(1992)の 指摘するように,そ れ らの多 くは男女別

の得点比較 によって結果の違いを分析 したものであって,性 差 という個人属

性が進路発達 に及ぼすプロセスについてはほとんど論 じられてこなかった。

そのため,キ ャリア発達のモデルに男女に共通のモデルを構成 すべきか,そ

れ とも男女 にそれぞれ独自のモデルが必要なのか という議論は,現 在で も結

論 に到達 していない(東 ・安達,2003)。

この問題 に関 して,キ ャリア発達理論のひとつである社会認知的進路理論

(socialcognitivecareertheory)で は,性 差を生物学的な性(sex)の 他に,

社会 ・文化的な性であるジェンダー(gender)の 観点からとらえ,そ れぞれ

の文化や社会 における性役割の社会化の様式がキャリア意識を規定する効果

を重視 している。青年期 における進路の選択 は,価 値観,態 度,適 性 といっ

た個人の自己概念が職業生活へ表出され るプロセス として とらえられ るが

(Super,1960),と くに就業に関わる自己概念 には,社 会 と自己 との関係の認

知が大きな位置を占め,そ こに上述のような性役割に基づいた社会化が反映

されることが推測される。

こうしたキャリア意識の男女差 に強 く影響する認知的側面 として,本 研究

では性役割 における平等志向性一伝統志向性(sex-roleegalitarianism)と い

う心理的属性 をとりあげる。平等志向性 とは,社 会における男女の役割 につ
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いて,個 人 としての男女が平等であるべ きという考え方であり,他 方,伝 統

志向性 とは,役 割が男女で分担 されるべ きであると考 えることである。

近年,男 女平等への法的な環境作 りが進んでお り,日 本人の男女役割に対

するこうした態度 は平等主義の方向へ と変化 してきているとされる。た とえ

ぼ,総 理府(現 ・内閣府)に よる 「男女平等に関する世論調査」 によれば,

「夫 は外で働 き妻は家庭 を守る」という考 えへの否定の割合(回 答全体 におけ

る 「反対」「どちらか といえぼ反対」の割合)は,1979年 に約20.5%で あっ

た ものが1992年 は約34.0%ま で上昇している。さらに近年,内 閣府 によって

行われた「男女共同参画 に関する世論調査」(2004年)の 同じ質問に対 しては,

反対の割合 は約50%ま で上昇している。こうした推移 は個人の男女の性役割

についての意識の変化を示すもの といえよう。

しかし,そ の一方で,社 会全般でみれぼ性 による役割分担の考 え方は根強

く残 ってお り,女 性の社会進出の妨 げとなっている(鈴 木,1994a)。 金井

(1994)は,伝 統的な性役割観が,キ ャリアを志向する女性 にとってのス トレッ

サー とな り,職 務不満足や不安 ・うつ傾向 と関連することを指摘 している。

また,厚 生労働省の調査によれば,男 性 と対等 とされる総合職 に就 いている

女性でも,約6割 が同期の男性 に比べて人事管理面で差があると回答 してい

る(厚生労働省,2001)。 これらの研究から考慮 しても,性 別役割分業の考え

が大 きく変化 しつつある現在の日本において,性 役割 に関す る自身 と周囲の

考えがキャリア意識 に強 く影響することは想像に難 くない。実際,神 田 ・清

原(2000)は,高 学歴女性の希望するキャリア ・パターンに実態 と意識のず

れが大 きいことを報告 しているが,こ れはこうした性役割に対する理想 と実

像の相克を反映 した ものと考 えられ る。

このような性役割における平等主義 に関して,鈴 木(1994b)は,こ れに対

す る態度を 「個人 としての男女の平等 を信 じる程度」 という心理的属性 とし

て定義 し,4領 域(結 婚 ・男女観,教 育観,職 業観,社 会観)か ら成る平等

主義的性役割態度スケール短縮版(SESRA-S)を 構成した。そして,有 職女

性 を対象に,現 在の仕事への評価や仕事 についての希望 との関連 を検討 し,
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その結果,現 況の仕事 において実際に管理職 に就 いている女性の平等志向性

が高いこと,お よび,一 生仕事を続 けていくことを理想 とする女性の平等志

向性が高いことを明らかにしている(鈴木,1996)。 こうした研究は女性のキャ

リア意識 と平等志向性の密接な関連 を示唆するものであり非常に興味深い。

ただ し,実 際に就労 している女性 を対象 とした調査であるため,キ ャリア意

識 と平等志向性 との因果関係,す なわち,も ともと平等志向的な女性がより

高いキャリアを目指すのか,そ れ とも就労 したのちに多様な経験をすること

によって平等志向的になるのかといった側面 については明確ではない。

以上を踏 まえて,本 研究では男女青年における性役割観の違いに注目し,

キャリア意識 との関連について検討することを目的 とする。 とくに,フ ルタ

イムの就労経験がない大学生の被験者を対象 とし,就 労以前のキャリア意識

と平等志向性の結びつきについて検討 し,鈴 木(1996)の 研究 と重ね合わせ

て,キ ャリア形成から実際の就労 までのプロセスにおいて社会的認知の果た

している役割 について考察したい。

また,本 研究では平等志向性に並行して,成 功恐怖(fearofsuccess)の 効

果 についても検証する。これ はHorner(1968)に よって示された概念で,社 会

的な成功をおさめることによって周囲から拒絶されることを恐れる動機である。

Hornerは,こ の傾向が達成動機の高い強い女性 においてしばしばみられ,達

成行動を抑制することを指摘しており,キャリア意識の形成に影響を与えるパー

ソナ リティ特性であると推測される。こうした観点を入れることによってキャ

リア意識の形成における平等志向性の位置づ けがより明確 になるであろう。

方 法

調査対象者 大学生254名(男 子学生126名,女 子学生128名)。

質問紙の構成 質問紙 は,調 査対象者の基本的属性(所 属学科,年 齢,性 別)

に関する質問のほか以下に示す4つ の尺度で構成された。

(1)平 等主義的役割態度スケール短縮版(SESRA-S):鈴 木(1994b)に よ
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る性役割態度の尺度であり,「女性に子 どもが生 まれても仕事 を続 けたほうが

よい」「主婦が仕事 を持つと,家庭の負担が重 くなるのでよくない(逆転項 目)」

などの15項 目で構成 される。5件 法による評定を求めた。

(2)FS測 定尺度:堀 野(1994)に よる成功恐怖 を測定す る尺度であり,「何

かに成功した ら誰かが悪口をいわないか と心配になってしまう」「成功によっ

て失 うものは,し ぼしば成功によって得るものよりも多いと思う」な どの18

項目で構成される。7件 法 による評定 を求めた。

(3)職 業志向性尺度:若 林 ・後藤 ・鹿内(1983)に よる職業志向性(職 業

生活に何を望むか)を 測定する尺度である。25の 項 目に対 し5件 法による評

定を求めた。

(4)キ ャリア意識:個 人のキャリアに関する考 えについて,① 希望する業

種,② 希望す る仕事内容,③ 希望する職務上の地位,④ 収入 に関する希望,

⑤会社の業績への貢献の希望,⑥ 責任ある仕事への希望,⑦ 能力発揮への希

望,⑧ 昇進回避の希望 という観点から8項 目設定 した。項 目①か ら項 目③ ま

では複数の選択肢か らあてはまるものを一つ選ぶ形式であ り,項 目④から項

目⑧ までは 「全 くそう思わない」から 「非常にそう思 う」 までの4件 法 によ

る評定 を求めた。なお,項 目④から項目⑧ までは時事通信社によって2003年

に行われた調査 「新 しい働 き方に関する調査」の調査項 目にあわせて設定 し

たものである。

調査手続 き 心理学(一 般教育)の 授業時間内において質問紙 を配布 し,回

答を求めた。

結果の整理2

項 目分析 調査対象者254名 の回答 について記入漏れや誤回答を確認 した と

2本 研 究 の デ ー タ解 析 に は
,SPSSforWindowsversion.13.OJお よ びAmosver-

sion.5.0を 使 用 した 。
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ころ,不 適切 な回答 はなかったため,全 員の回答を有効 とした。年齢の範囲

は18歳 一25歳 で,平 均 は19.3歳(SD=1.16)で あった。学年の割合は81.9%

が1年 次,11.4%が2年 次,5.1%が3年 次,1.6%が4年 生であった。アル

バイト経験のある学生は88.6%で,フ ルタイムの職業 をもつ学生はいなかっ

た。

パーソナリティ尺度のうち,平等志向性尺度については15項 目すべての合

計 を平等志向性得点 とし,成 功恐怖,職 業志向性の両尺度 に関 しては尺度作

成時の研究 に基づいて,FS測 定尺度では,対 人的配慮(他 者か らどうみ られ

るかを気にする傾向),成 功の否定的感情(成 功に伴 うネガティブな側面を考

慮する傾向),優 越欲求の少なさ(人 に勝 とうとする欲求の低 さ),職 業志向

性尺度では,職 務挑戦志向(仕事 の内容や将来性を重視する傾向),人 問関係

志向(職場での良好なコミュニケーションを重視する傾向),労 働条件志向(給

与の高さや休 日の数を重視する傾向)と いう下位尺度 を構成した。 これ ら7

つの尺度の α係数 はTABLE.1の ようになった。このなかでFS測 定尺度の

下位尺度については,α 係数が低 く下位尺度の独立性が保証 されなかったの

で,以 後の分析では18項 目の合計 を成功恐怖の指標 として用いる。この尺度

の α係数 は0.80で あった。その他の尺度 については,項 目数を考慮すれば使

用 に足る内的整合性を持つ と判断 される。

各尺度 における男女差 これ らの尺度およびキャリア意識の質問について,

男女差を検定するために平均値の検定を行った(TABLE.1)。 平等志向性に

ついては,男 女の平均値の間に1%水 準で有意な差が確認 され,女 子学生の

平等志向性が男子学生 よ りも高いことが確認 された(t=5.47,df=252,

p〈 。Ol)。それ に対 し,成 功恐怖では男女差は有意ではなかった(t=0.23,

df=252,n.s.)。 職業志向性では職務挑戦志向の尺度に有意 な男女差が確認さ

れ,男 子学生が仕事の内容自体 をより重視する傾向を示した(t・=3.83,df=

252,p<.01)o

キャリア意識の質問については,8項 目のうち,① 希望する業種(ど のよ

うな業種に就 きたいか),③ 希望する職務上の地位(ど の程度の地位 まで昇進
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TABLE.1各 尺度 の平 均 と信頼 性係 数

α係数 最小値 最大値
男 子 学生

(n=126)

女 子学 生t(252)

、(n=128)

平等志向性 .8631 7554.20(9.71)60.13(7.44)5.47**

対人的配慮

成功の否定的感情

優越欲求の少なさ

.75

.58

.53

7
8

6

匹
」

1⊥

1⊥

只
り

4

4

2

21.10(7.49)20.34(6.78)

24.22(6.46)24。28(5.39)

13.37(4.75)14.46(4.11)

0.84n.s.

0.08n.s.

1.97n.s.

③希望する職務上の地位

④収入に関する希望

⑤業績貢献の希望

⑥責任ある仕事への希望

⑦能力発揮への希望

⑧昇進回避の希望

-
⊥

-
⊥

ユ

ー

1⊥

-
⊥

7
-
4

4

4

4

4

5.14(1.28)4.03(1.87)
3.19(0.85)3.21(0.58)

3.08(0.84)2.89(0.73)

3.04(0.84)2.76(0.79)

3.65(0.56)3.56(0.59)

1.75(0.80)1.95(0.68)

5.52**

0.23n.s.

1.91n.s.

2.75**

1。23n.s.

2.14*

職務挑戦志向

人間関係志向

労働条件志向

.89

.76

.78

り
4

只
り

1

1

1

0

0

5

只
り

9
盈

9
σ

33.55(7.79)29.62(8.54)

15。46(3.35)14.95(3.42)

24.18(5.59)23.60(5.79)

3.83**

1.19n.s.

0.81n.s.

(注)括 弧 内 は 標 準 偏 差 。*p<.05,**p<.01

したいか)3,⑥ 責任ある仕事への希望(責 任ある重要な仕事をしたいと思 う

か),⑧ 昇進回避の希望(責 任や負担を負いた くないので昇進 した くないと思

うか)の3項 目において有意差が確認された。①については,TABLE.2に

示すように男子学生がメーカーや商社を希望する割合が高いのに対 し,女 子

学生では情報産業やサービス業 を希望する割合が高かった(κ2=20.02,df=

8,p<.Ol)。 ③か ら⑧の傾向はTABLE.1の ようになり,男 子学生のほうが

より高い地位 を望む傾向があり(t=5.52, 、df=252,p<.01),ま た,責 任あ

る仕事への意欲を示 した(t=2.75,df=252,p<.Ol)。 それに対 し,女 子学

生は男子学生に比 して責任や負担 を考慮 し昇進 を望 まない傾向が高かった

3昇 進 した くな い→1
,主 任 →2,係 長→3,課 長 →4,部 長 →5,そ れ以 上(役 員

な ど)→6と して,職 責 が重 い もの ほ ど点数 が高 くな るよ う数量 化 し,平 均値 の

検 定 を行 った。
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TABLE.2希 望 す る職 業 の分 布

男子学生 女子学生 合 計

メ ーカ ー

商社

百貨店 ・ス トア ・専門店

金融 ・証 券 ・保 険

情 報(通 信 ・マ スメ デ ィア)

ソフ トウ ェア ・情 報処理

サー ビス

そ の他

未定

1

0

1

7

3

4

3

1

6

9
々

9
ρ

1
⊥

1
⊥

-
よ

ー
⊥

9
ρ

2

4

0

3

1

4

1

3

0

1
⊥

-
⊥

■
⊥

1
⊥

り
4

9
自

O
Q

3

4

1

0

4

8

4

4

6

3

3

1

3

3

3

1

5

(注)X2=20.02,df=8,p<.01

(t=2.14,df=252,/)<.05)o

平等志向性 とキャ リア意識 平等志向性 とキャリア意識の関連 を相関分析 に

よって検討 したところ(TABLE.3左 側),全 体的に男子学生 と女子学生 にお

いて異なる傾向が確認された。女子学生において平等志向性 は,③ 希望する

職務上の地位(r=.47,p〈.01),⑤ 会社の業績への貢献の希望(会 社の業績

を伸ぼす貢献がしたいと思 うか:r=.18,p<.05),⑥ 責任ある仕事への希望

(r=.29,p<.01),⑦ 能力発揮への希望(自 分の能力を発揮できる仕事がし

たいと思うか:r=.25,p<.01)と それぞれ有意な正の相関,⑧ 昇進回避の

希望 とは有意な負の相関を示した(r=一.33,p<。01)。 それに対 し,男 子学

生において平等志向性 と有意な関連があったのは,④ 収入に関する希望(高

い収入 を望める仕事が したい と思 うか:r=一.25)の みで,そ れ以外の関連

は有意ではなかった。

平等志向性 と職業志向性 との関連においては,女 子学生 は平等志向性が高

いほど仕事の内容 を重視する傾向があったが(r=.37,p<.01),男 子学生で

はそうした傾向がみられなかった。逆 に,男 子学生では平等志向性の高さと

労働条件の重視 に関連があったが(r=一.23,p<.01),女 子学生ではそうし

た傾向はみられなかった。これ らの結果は男子学生 と女子学生 における平等

志向性がキャリア意識 との関連において異なる意味を持つことを示唆するも
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TABLE.3平 等 志向性 ・成 功恐 怖 とキ ャ リア意識 の相 関

平等志向催 成功恐怖

男子学生 女子学生 男子学生 女子学生

③希望する職務上の地位

④収入に関する希望

⑤業績貢献の希望

⑥責任ある仕事への希望

⑦能力発揮への希望

⑧昇進回避の希望

向

向
向

志

志
志

戦
係

件

挑

関
条

務

間
働

職

人
労

一
.ユ5.47***

一
.25**.17

-
.01.18*

.ユ5.29**

.01.25**

一
.05-.33**

.04

.05

- .23**

.37**

.16

.06

一
.20*一.07

-
.05-.09

- .11-.16

-
.17-.35**

一
.11-.15

.38**.36**

一
.23*一.19*

一
.14.04

-
.06.09

(注)*p<.05,**p<。01

のといえる。

成功恐怖 とキャ リア意識 成 功 恐 怖 とキャリ ア 意 識 の 関 連 の 関 連 は

TABLE.3右 側のようになった。⑧昇進回避の希望 との間に男女に同程度の

負 の 関 連 が 確 認 さ れ(男 子 学 生r=.38,p<.01;女 子 学 生r=.36

p<.01),成 功恐怖が強いほど負担や責任の伴 う昇進 を拒否する傾向が示 さ

れた。その他には,男 子学生のみにおいて,③ 希望する職務上の地位 との負

の相関(r=一.20,p<.05),女 子学生のみにおいて,⑥ 責任 ある仕事への希

望 との問に同じく負の相関(r=一.35,p〈.01)が 有意であった。ただ,有

意に至 っていないにしても,平 等志向性 とは異な り成功恐怖 とキャリア意識

の関連の方向は男女で一致するものであった。

職業志向性 との関連において も男女の傾向は類似 しており,職 務挑戦志向

との関 連 の みが 有 意 で あ り(男 子 学 生r=一.23,p<.05;女 子 学 生

γ=一.19,p<.05),成 功恐怖が高い場合に仕事の内容を重視する性質が低 く

なる傾向を示 していた。

キャリア意識に関す るパス解析 平等志向性 と成功恐怖を説明変数,キ ャリ

ア意識を基準変数 としたパス解析 の結果はFIGURE.1の ようになった。標
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或
成功恐怖

男子学生(n=126)
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③希望する職務上の地位

一.25 ④収入に対する希望

⑥責任ある仕事への希望

⑦能力発揮への希望

⑧昇進回避の希望

③希望する職務上の地位
.37

平等志向性 ④収入に対する希望

一4:;/一 一 望

成功恐怖 一・32 _ .2g⑦ 能力発揮への希望

.32 ⑧昇進回避の希望

女子学生(n=128)

FIGURE.1男 子学生と女子学生におけるキャリア意識の
パス ・ダイアグラム

(注)標 準化偏回帰係数の絶対値が.20以 上のもののみ表示 してある。

準偏回帰係数の絶対値が.20以 上の ものを表示 したところ,平 等志向性から

の影響が男女で異なっており,男 子学生では④収入 に対する希望だけに負の

影響がみられたが(β=一.25),女 子では,③希望する職務上の地位(β=.37),

⑥責任ある仕事への希望(β=.25),⑦ 能力発揮への希望(β=,25)の それぞ

れに対する正の影響がみられ,⑧ 昇進回避の希望には負の影響(β=一.29)

が確認された。

他方,成 功恐怖については,男 女 ともに⑧昇進回避の希望に対する正の影
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響(男 子学生 β=.38;女 子学生 β=.32)が みられ,そ の他,男 子学生の

みに③希望する職務上の地位への負の影響(β=一 。23),女子学生のみに⑥責

任ある仕事への希望への負の影響(β=一.32)が 確認 された。

考 察

本研究では,フ ルタイムの就労経験のない大学生を調査対象者 として,平

等志向性 ・成功恐怖 とキャリア意識に関する調査を行 った。

まず,男 女の比較 において,平 等志向性 は女子学生のほうが高い傾向が確

認されたのに対 し,成 功恐怖では男女に有意な差は確認 されなかった。平等

志向性において性差があることは多 くの研究によって示 されており(Nelson,

1988;King&King,1985;東,1990),本 研究で用いた尺度を作成 した鈴木

(1994b)に おいても有意な性差が確認されている。こうした性差 の背景 には,

女性の方が男女平等の実現によって得るものが多いという事実があると考え

られている(King&King,1985)。 キャリアの問題をはじめとして,家 族に

対する考 え方の変化やセクシュアル ・ハラスメン トといった現代社会の問題

の多 くは男女平等の問題 と関わりを持っているが,女 性 は男性に比べて こう

した問題の背景にある平等意識への感受性が高 くなることが推測 される。ま

た,成 功恐怖 については,先 述のようにHorner(1968)が 男性社会 に対して

成功することへの女性特有の恐れ として概念化した研究 に端を発するもので

あった。 しかし,近 年の研究では,成 功恐怖の性差が小 さくなってきている

ことが確認 されてお り(e.g.,東,1979),こ うした傾向が女性特有のもので

はな く,競 争 に対する敏感さや対人的配慮などの男性にも共通す る心理特性

の反映 として とらえられるようになってきた。本研究の結果 もそうした傾向

を示唆す るものであった。

キャリア意識に関する質問の結果か らは,女 子学生の昇進や責任ある重要

な仕事を望む傾向が,男 子学生 に比 して低いことが確認 された。 これは女子

学生の厳 しい現状認識が反映 された ものとみるべきであろう。男女雇用機会
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均等法が施行 され,女 性の管理職が増加 しっっあるとはいえ,ま だその割合

は低 く,厚 生労働省による 「平成14年 度版働 く女性の実情」調査 によれぼ,

もっとも多い係長相当職で も約7.7%に 留 まっているという現状がある。 こ

うした回答傾向か らは,厳 しい雇用状況のなかで女子学生たちが現実 を客観

的に把握 しようとす る傾向を読み取 ることができる。

ただし,本 研究にみられた女子学生のキャリア意識は,他 の研究に比べて

全体的に要求水準の高いものであった。時事通信社の 「新 しい働 き方に関す

る調査」は,無 作為抽出の約2,000人 の男女に対 して行われた調査である。

その調査で行われた本調査 に使用 したの と同じ質問項目 「責任ある重要な仕

事がしたい」「能力 を発揮できる仕事が したい」への女性の肯定率4は,そ れ

ぞれ45.5%と76.6%で あったが,本 調査 にお ける女子学生 の肯定率5は

64.8%と96.9%と 高いものであ り,男 子学生 との隔た りも小さいものであっ

た。先の成功恐怖の傾向とあわせて考えると,今 回の調査対象者 となった女

子学生のキャリア意識は比較的男子学生に近いものであることが示唆 される

が,こ の結果 には社会科学系の単科大学の学生 という特性が関わっていると

推測 される。神田・清原(2000)は,女 子大学生の志望するキャリア・パ ター

ンを調査 し,パ ー トタイム再就職型(結 婚 ・出産 を機に退職 したあとパー ト

タイムで働 く)が 人文科学系の学生に多いのに対 し,社 会科学系に所属する

学生には職業継続型(結 婚 ・出産の時期 も就業 を継続する)が 多いことを報

告 している。 これ らの結果 は,社 会科学系 という実学系の学部への入学およ

び学修体験が他の学部に比 してキャリア意識 に大 きな影響 を与え,女 子学生

に男性学生に近い高いキャリア意識 を形成させ る可能性を示している。

キャリア意識 に及ぼす平等志向性 と成功恐怖の効果を検討した結果では,

4回 答形 式 は 「そ う思 う」 「そ う思わ ない」 の2件 法 で
,肯 定 率 は 「そ う思 う」 と

い う回答 の割合 。
5回 答形 式 は 「非常 に そ う思 う」 「そ う思 う」 「あ ま りそ う思 わ ない」 「全 くそ う思

わ ない」 の4件 法で,肯 定 率 は 「非 常 に そ う思 う」お よび 「そ う思 う」 とい う回

答 の割 合 。
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男子学生 と女子学生 に大きな差異が確認 された。男子学生では平等志向性は

キャリア意識にほとんど影響を与えていなかったが,女 子学生では,鈴 木

(1996)の 有職女性にみられた傾向 と同 じように,平 等志向性 とキャリア意識

との密接な関連が確認 された。平等志向性の高い女子学生の特徴は,仕 事に

関して責任が与えられ自身の能力が発揮できるといった内容面を重視する傾

向にあった。他方で,成 功恐怖 とキャリア意識 の関連 は性差が小 さく,男 女

双方にとって同 じような意味を持っ ことを示唆するものであった。これ らの

結果は,就 業の結果 として これらの心理的要因が結びつ くのではな く,大 学

在学中のキャリア発達の段階で女子学生に選択的にこうした意識の枠組みが

形成 されることを示唆 している。青年期のキャリア意識の形成は,こ れか ら

の人生をどう生きるのか という自我同一性のテーマが具体化されたものであ

り,職 業計画のみならず,結 婚や子育ての問題 とも密接 に関連する。そのた

め,パ ーソナ リティや適性 と同様 に,自 身の性 について考慮し未来展望に結

びつけてい くのは妥当なことといえよう。 しかし,そ れが無自覚的に個人の

可能性を制限するようなものとなって しまう場合には留意が必要である。

この点については,青 年の社会化の重要な担い手である大学教育の果たす

べき役割が大 きい。木村(2000)は,女 子大学生の希望するキャリア・パター

ンと大学のジェンダー文化(女 性教員の割合や 「女性学」科目の設置等の基

準 によって評定された)と の関連 を分析 し,大 学の文化が脱伝統的な女子学

生 には職業継続型が多 く,他 方,伝 統文化的な女子学生 には短期 ・無職型が

比較的多いことを見出している。また,女 性学の履修者 と未経験者の比較で

は,履 修経験のある学生のほうが結婚後の職業自立に賛成 といった平等的な

考 えを持っていることを示し,大 学がそのカリキュラムを通してキャリア意

識の形成に関わることの重要性 を示している。近年,大 学のキャリア指導に

大 きな変化があり,こ れまでの情報提示や実践的アドバイスか ら,学 生自身

に仕事 と自己の関わりを見つめさせ,自 分な りの職業観 をもたせ るような指

導が重視されるようになってきたが(東 ・安達,2003),と くに女子学生の職

業観 の養成 には,ジ ェンダーについて深 く考察させる機会が重要 となるであ
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ろう6。

以上のように,本 研究の結果は全体 として男子学生 と女子学生の間 にキャ

リア意識の形成過程に大 きな差異があることを示唆するものであった。冒頭

に示した進路選択モデルの議論に立ち戻れば,男 女の共通のモデル構成 とい

う方向には限界があり,男 女それぞれに特有の心理要因を組み込んだモデル

を開発するほうが有効であろうと推測 される。今後,女 子学生がキャリア意

識にこうした社会認知を組み込むプロセスや,キ ャリア意識 と就職活動の関

連を綿密に検討 してい くことで,実 際の指導やカウンセリングに活用可能 な

キャリア意識の発達の包括的モデルを構成することが求められよう。
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